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外房産トビウオ類の識別形質および漁獲物特性

川島時英・坂本 仁

はじめに

千葉県におけるトピウオ類は，おもに外房沿岸域を

中心に定置網や刺網によってi魚獲されている。近年ト

ビウオのj鞄獲量は増加しており，本県の沿岸小型船漁

業にとっては，重要な資源のーっとなっている。外房

沿岸域に来遊するトピウオ類は数種類存在すると考え

られているが，現在までその種類や出現時期等の生態

的知見は明確にされていなし、。そこで，今後の研究の

端緒とするため外房産トピウオについて，識別形質を

整理し，種を特定し，併せて，漁獲実態や漁獲物特性

などを調査したので，その結果を報告する。

材料と方法

試料として用いたトビウオは， 1990年6月から1991

尾叉長

a : 6ft後部一腹鰭基部

年8月に刺網により漁獲され白浜町漁業協同組合川下

港および千倉町中央漁業協同組合平館i巷に水揚げされ

たものである(表 1) 0 1991年の試料については種類

分けを明確にするために，各鰭の鰭条数および各部{立

聞の距離(図 1)を計測した。さらに尾叉長，体重，

性~IJ.生殖腺重量，胃内容物および重量の魚体測定を

行った。

熟度指数 (GI)は次式により求めた。

GI=生殖腺重量/尾:叉長3X104

i担場，漁具・漁法，漁獲量については，漁業者およ

び漁協に直接聞き取り調査を行った。

結果と考察

1.議別形質

本調査で確認されたのは，ハマトピウオ QφIselw

b:鰐蓋後部一腹鰭基部 E 内

c 腹鰭基部一尾叉 ， c 

d:腹鰭基部一尾鰭基部
e :下顎ー胸鰭基部
f :下顎一腹鰭基部

図1 トビウオ類の測定部位
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US tl削 alibarbalusjゆOJ/icus(Franz)，ホントピウオ

ProgJ/ichiliys agoo (Temmincker schlegel)，アヤトピ

ウオ Cytselurus戸oecilotl目別 (Valenciennes)，ツク

シトビウオ Q悼se/WlIS知的l(}USdoederlebli(St目ndachn目、)

(竹，ホソトビウオの知的l1lSotis幼otushiraii Abe 

( ? )の 5穫であった。以下に各種の識別形態，形質に

ついて記述する。

ハマトピウオは他種に比べ魚体が大きいので外観で

容易に識別できた。ハマトピウオを除いた4種類のト

ピウオの特徴を文献し2.1.1.51を参考に表2に示した。

ホントピウオは胸鰭の上方の第1，第2軟条が不分

岐であることから， 1也穫と容易に識別できた。
アヤトピウオは魚体が小さいこと，胸鰭に楕円形の

暗褐色班があることで識別できた。

したがって，種類の識別が難しいトピウオは，ツク

シトビウオとホソトピウオで，両者は外形が非常に類

似し，表2の測定結果からも各部位における相違はみ

られなかった。識別の基準として，舌先の紛いものは

表1 本研究に用いられた標本魚

漁獲年月日 水揚場所 測定魚体数

1990/ 6/28 川下港 100 

7/26 川下港 64 

8/7 111下港 60 

8/29 川下港 59 

9/25 川下;巷 80 

9/27 川下港 121 

10/2 川下港 112 

10/5 川下港 40 

10/11 川下港 107 

1991/ 6/ 川Fi巷 68 

6/28 千倉港 83 

8/6 川下港 87 

8/29 川下港 71 

表2 トピウオ類の各鰭条数および各部位問の距離

ツクシトビウオ，舌先の丸いものはホソトピウオとし

一~。
このような数多くの計測によっても，ツクシトピウ

オとホソトビウオについては，完全に議別することが

困難であり，両者の中間体と思われる個体も一部見ら

れた。

ツクシトピウオとホソトピウオについては，さらに

今後，他の部位について測定を行い識別の手がかりを

見つける必要性があると思われた。

1I.漁獲実態

1.漁場

白浜町地先におけるトピウオの刺網漁場は図2に示
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図2 トピウオ漁場

測 ヌE 結 果 文献値

号書 条 数 胸鰭の不分 各部位問の距離(%)判 鰭 条 数

背E書 胸鰭 腹鰭 持鰭岐の鰭条数 a b C d e f 背跨 胸童書 嘗鰭

ツクシトビウオ(つ) 12-14 13-16 5-6 8 -12 1 44 36 47 39 21 55 12-14 15-16 8 -10 

ホソトビウオ(つ) 12-14 14-16 5-6 8-11 1 44 35 47 38 21 55 11-14 15-16 8 -10 

ホントピウオ 10-12 15-18 5-6 8-11 2 44 35 44 35 22 56 10-12 16-17 9-11 

アヤトピウオ 13 14-15 6 13 I 44 37 33 23 45 56 12-13 16-18 7-9 

*)各部位問の距維は尾叉長に対する割合(%)で示したc
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網の長さ :8-9反約432m(9反)
1反:約48m

図3 トピ網の仕立て(白浜町漁協川下支所所属船)

離 ~日合: 1、j'6分(約4.8四)
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図4 トピウオ流し刺網漁業操業関

60 

水 50

揚 40

量 30

ト
20 

ン 10

。
1971 1976 1981 

年

'V'-→ 

1986 1991 

図5 トビウオ水揚量の経年変化(白浜漁協)

すように，乙浜沖から布良瀬周辺の水深10から200m

に形成されている。この海域で操業する船は，白浜地

区管内(船外機船:1トン型)の27隻で他地区からの

操業船はほとんどない。

なお，布良瀬周辺海域は東寄りの白浜町地先の海域

に比べて潮流が早い海域である。

2.潟、具，漁法

白浜町地先におけるトビウオ流し網漁業用の漁具は

図3に示すような刺網，通称「トピ網J(流し刺網の
一種)で，日合1寸6分(約4.8cm)の漁網を通常8

-9反(約432m)使用している。

トピウオの魚群を発見すると，その前方にプイを投

げ潮流とi直角方向に航走しながら網を投入する。魚、f南

部分は潮 Fに屈曲させる。 l回の操業時間は25-30分，

1日に3-7凹操業している(図4)。

3.漁獲量

図5に白浜漁協の1971-1991年のトビウオ水揚量の

経年変化を示した。 1977年までは 1-3トンの問で推

移していたが， 1978年以降増加した。とりわけ1986年

から1991年は50-60トンの極めて高い水準にある。
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4. i.@，期

図6に白浜町漁協の月別の水揚量の変化を示した。

これによると，白浜地先のトピウオ)jiU網漁はほぼ6-

10月に見られ，盛漁期は7-9月と考えられる。

ill.漁獲物特性

1. トピウオ類の出現状況

水揚量の大部分は漁期中を通して，ホントビウオ

(1991年漁期:50%)が占めていた。

トピウオ類の穏別出現状況は図7に示すように， 6 

}jはほとんどツクシトビウオで占められ，ホソトビウ

オ，ホントビウオが少量j昆獲された(ただし， 1990年

はツクシトピウオのみ出現)0 7月はホントビウオが

主体となり，他にホソトピウオがj昆獲された。 8月l土

ホントピウオ主{本に，ツクシトビウオ，ホソトピウオ，

そしてアヤトビウオが少量混獲された。 9月は引き続

きホントビウオが主体であり，ツクシトビウオ，ハマ

トビウオのj昆獲割合が増加した。 10月l丸前月とほぼ

類似していたが，ホソトピウオが極少量加わった。

以上を種別に概観すると，ツクシトピウオは漁期初

めの6月に主に現れ，その後量的には少ないが漁期中

出現し続けた。ホソトピウオは，少量ではあるが，全

期間出現していた。ホントピウオは7月から出現L，

とくに8-9月の盛漁期に水揚量の大部分を占めた。

アヤトピウオは8月のみ少量出現した。ハマトビウオ

は9-10月に出現し，全体の15-20%を占めた。
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図6 トビウオ水揚量の月別変化(白浜漁協)

2. トビウオ類の体長組成

トピウオ類の漁期中の体長組成を図8-12に示した。

ツクシトピウオは， 1990年および1991年ともに体長

範囲は21-31cmで， 26-27cmモードの単降型を示した。

ホソトピウオの体長範囲は，21-30cmであった。1990

年は26cmモードの単蜂型であったが， 1991年は21-23

cmおよひ、25-26cmにモードを持つ2蜂型を示した。

ホントピウオの体長範囲は24-32cmであった。 1990

年および1991年とも27cmモードの単降型を示した。

アヤトビウオの体長範問は18-23cmで漁期中最も小

型であった。 1990年には18cm，1991年には20cmにそれ

ぞれモードが見られた。

ハマトビウオは， 1990年のデータのみであるが， 36 

cmモードの単峰型を示した。体長範囲は33-41cmで，

5種類のトビウオ類の中で最大を示した。
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図7 トビウオ類の出現状況



外房産トビウオ類の類別形質および漁獲物特性

13 

100 

割 80 1990年 1990年

N~194 N~26 

合 ω ムZ1 6O 

% 40 r 、 40
% 

20 20 

。 。
100 

1991年 1991年

N~131 N~17 

lロb、60 合 60 

(% 40 ~ 40 
% 

20 20 

。 。
20 30 20 25 30 

cm に包

図8 体長組成(ツクシトビウオ) 図9 体長組成(ホソトビウオ)

100 

害1) 80 1990年 1990年

Nニ421 N~20 

宏，T60 

% 40 

20 

a門 111 1 t t円円 。
100 100 

1991年 1991年

N~155 N~2 

I1 60 ム口 60 

f 、 40 % 40 
% 

20 20 

。 。
20 25 30 18 20 22 24 

cm C田

図10 体長組成(ホントビウオ) 図11 体長組成(アヤトピウオ)

100 

割 80 1990年

Nニ 82

，g.コ 60 

% 40 

20 

。
25 30 35 40 

白百

図12 体長組成(ハマトピウオ)



14 
川島時英・坂本 仁

40 

熟 30

度

20 
指

数
10 

10月

。5
6 7 

3.成熟度

各トピウオの生殖腺の熟度指数を図13-17に示した。

ツクシトビウオ，ホソトビウオは漁期前半の6月に

特に雌の熟度指数が高く 7月以降低くなった。ホン

トピウオは8月に熟度指数が最高となり， 9-10月に

はやはり低くなった。アヤトピウオは8月しか現れな
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図13 熟度指数(ツクシトピウオ)
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図14 熟度指数(ホソトビウオ)
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図15 熟度指数(ホントピウオ)
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図17 熟度指数(ハマトピウオ)
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ハマトビウオを除く. 4i重のトビウオはいずれも漁
期前半に熟度が高い。このことから，夏季外房I中で漁

獲されるトビウオ類は，産卵のために来遊してきた可

能性があると考えられる。したがって，今後，外房i中

でのトビウオ類の行動や産卵生態について検討する必

要性があると思われた。

要約

1990-1991年漁期に白浜地先で漁獲されたトピウオ

類について魚体の各部位を計測することにより，穫の

識別を行った。

ツクシトビウオとホソトビウオは識別が困難であっ

たが，その他のトビウオ類については簡単に識別する

こと均十Fきた。

その結果，千葉県白浜町地先に夏秋季現れるトピウ

オの種類は，ツクシトピウオ(?).ホソトビウオ(?). 

ホントピウオ，アヤトビウオ，ハマトピウオの 5fi重類

であり，水揚量の大部分は漁期中を通して，ホントピ

15 

ウオが占めていた。

夏秋季に外房i中へ現れるトビウオの，ハマトピウオ

を除く 4種はいずれも生殖腺が発達していた。漁期前

半は熟度指数の高いものが多く，漁期後半には熟度指

数が低くなっていた。
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